
第 76回 富山県民体育大会フィギュアスケート競技会 要項   

 兼 第 78回 国民体育大会冬季大会スケート競技会 富山県代表選手選考会 

兼 第 72回 全国高等学校スケート選手権大会 富山県代表選手選考会 

兼 第 43回 全国中学校スケート競技会 富山県代表選手選考会 

 兼 第 70回 三笠宮賜杯中部日本スケート競技大会 富山県代表選手選考会 

1. 主 催 富山県スケート連盟 

2. 主 管 富山県スケート連盟フィギュア部 

3. 競 技 会 場 富山スケートセンター  富山市萩原 445  Tel: 076-425-3004 

4. 競 技 日 程  2022 年 11月 19日（土） 

 19:45～競技開始 

 ※新型コロナウイルス感染予防のため開会式、閉会式、表彰式は行いません 

5. 競 技 規 程  ISU 規定、 JSF 国内規定、 ISU JS 下位クラス対応ガイドラインによる 

 【別紙】「ロークラス（無級～２級）競技課題」参照 

6. 競 技 種 目 別紙参照。   

7. 申 込 方 法 「 JFS マイページ 」 https://www.skatingjapan.jp/mypage/ から申し込むこと 

 予定要素 は、1 1 月４日(金)まで に オンラインで必ず入力すること 

選考会出場選手は、ジュニア選手権クラスまたは、選手権クラスにエントリーすること 

8. 申 込 期 間 2022 年 10 月 21 日 (金)～ 1１ 月 4 日 (金) 

9. 参 加 資 格 富山県スケート連盟が出場を認めたクラブ登録選手 

10.参 加 料 1名 (1)無級～4級＝①日ス連登録者￥12,000 ②未登録者￥14,000 

  (2) 5 級～6級、ノービスＢ、ノービスＡ、Ｊｒ選手権、選手権￥14,000 

参加料はクラブ単位でまとめ、11月 4日（金）までに下記口座に振込む 

振込み控えをもって領収書とする 

 

 

 

11.音 楽  CD 

 ※注 CDには出場競技種目、氏名、所属、演奏時間を明記し、必ず予備の音源を持 

参すること 

12.滑 走 順   主管フィギュア部にて事前に抽選します 

13.表   彰  各クラス１位・２位・３位 

 新型コロナウイルス感染予防のため、表彰式は実施せず個別授与と なります 

14.そ の 他 (1) 各自にてスポーツ傷害保険等に必ず加入のこと 

(2) 競技中の事故による怪我について、富山県スケート連盟はその責任を負わない 

(3) 中学生以下の参加は、保護者の同意書 直筆署名を当日持参すること 

(4) 新型コロナウイルス感染予防のため、選手及び関係の皆様は、競技会会場では競

技時以外のマスクの着用、手洗い・うがいの励行など自らの身を守る行動を励行す

るとともに、入館時には以下の４点のを遵守すること。 

ア 入館者全員、体調管理にかかる 健康調査票 を提出すること 

イ 選手１人に対し、付添い保護者は１名まで 

ウ 一般の観覧は不可 

エ リンクの同時在館者数を制限するため、 スケジュールにより競技クラス毎に設

定するリンク滞在可能時間を厳守 すること 

北陸銀行金泉寺出張所・普通口座 5045150 

富山県スケート連盟フィギュア競技部  麦島 外彦 

 



 

ロークラス（無級～２級）競技課題の内容 

別記１ 

無級  1 分  PCSファクター：1.0（全PC共通）転倒：−0.2 

a） ジャンプ要素 最大３ 

ジャンプ・コンビネーション又は シークエンスは不可 

全て異なった種類のもの（回転数が異なっても同じ種類とする） 

b） スピン要素 最大１ 

１ポジションのスピン（５回転以上）レベルＢ で評価する 

 

別記２ 

初級  1 分  PCSファクター：1.2（全PC共通）転倒：−0.2 

a） ジャンプ要素 最大４ 

ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は シークエンスを1 回含む

ことができる、第一ジャンプは異なった４種類（回転数が異なっても同じ種類とする） 

b） スピン要素 最大１ 

１ポジションのスピン（５回転以上）レベルＢ で評価する 

 

別記３ 

1 級 1 分  PCSファクター：1.5（全PC共通）転倒：−0.2 

a） ジャンプ要素 最大４ 

ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は シークエンスを1 回含む

ことができる、第一ジャンプは異なった４種類（回転数が異なっても同じ種類とする） 

b） スピン要素 最大1 

１ポジションのスピン（５回転以上）レベルＢ で評価する 

c） ステップ・シークェンス 最大１ 

レベルＢ で評価する 

 

別記 4 

2 級 2 分 PCSファクター：1.8（全PC共通）転倒：−0.2 

a） ジャンプ要素 最大４ 

ジャンプ２個で構成されるジャンプ・コンビネーション又は ジャンプ・シークエンス

を２回含むことができる、第一ジャンプは異なった４種類を含むこと（回転数が異なっ

ても同じ種類とする）１つはアクセル型ジャンプでなくてはならない、同じ種類のジャ

ンプは２個まで（回転数が異なっても同じ種類とする） 

b） スピン要素 最大２ 

１つは１ポジションのスピン（５回転以上）レベルＢ で評価する 

１つはスピン・コンビネーション（足換え自由）レベルＢで評価する 

c） ステップ・シークェンス 最大１  レベルＢ で評価する 

 



ロークラス（無級～２級）競技課題に関しての明確化 

 

A. ジャンプ  ワルツ･ジャンプは無級･初級のみベースバリュー 0.30 で認定する。 

ノーバリューであってもジャンプの枠は使ったものとする。 

B. スピン 全てのスピンはフライング、足換えは任意 レベルB（ベーシック） 

のみ。 

3 回転しなければノーレベル。 

C. ステップ･シークェンス 

シークェンスの長さは 1／2 以上あれば認定する。 

  1／2 に満たない場合はノーレベル。 

 

演技中断の減点について 

 

○ ジュニア選手権・選手権クラスの競技における演技の中断による減点 

■ プログラムの中断が起こった場合には、レフェリーは 10秒毎に 1.0を減点する。 

■ 競技者がレフェリーに中断を要求せず、事態を 40 秒以内に解消した場合上記の中断を適用

し、40秒を超えた場合は棄権となる。 

レフェリーに 40 秒以内に最長 3 分間の中断を要求した場合は、レフェリーは中断全体に対

し 5.0を減点する。 

 

○ ノービス競技における演技の中断による減点 

■ プログラムの中断が起こった場合には、レフェリーは 10秒毎に 0.5を減点する。 

■ 競技者がレフェリーに中断を要求せず、事態を 40 秒以内に解消した場合上記の中断を適用

し、40秒を超えた場合は棄権となる。 

レフェリーに 40 秒以内に最長 3 分間の中断を要求した場合は、レフェリーは中断全体に対

し 2.5を減点する。 

 

○ ２級以下ロークラス競技における演技の中断による減点 

■ プログラムの中断が起こった場合には、レフェリーは 10秒毎に 0.2 を減点する。 

■ 競技者がレフェリーに中断を要求せず、事態を 40 秒以内に解消した場合上記の中断を適用

し、40秒を超えた場合は棄権となる。 

レフェリーに 40 秒以内に最長 3 分間の中断を要求した場合は、レフェリーは中断全体に対

し 1.0を減点する。 

 

〇音楽の不調について 

■  競技者はスタートから 20 秒以内に音楽の不調についてレフリーに申し出れば、最初から再

滑走が可能となる。 20 秒を超えてからの音楽の不調についてはレフリーに申し出ることに

より、不調となった部分から再滑走が可能となる。選手に拠らない音楽の不調は減点されな

い。 

 

〇 ウォームアップ時間について 

■ ウォームアップ時間は無級～2級クラスは 4分間、3級～4級、ノービスB、ノービス Aクラ

スは 5分間、5級～6級、ジュニア選手権クラスは 6分間です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは、クラブ代表より、下記までお願いします。 

富山県スケート連盟 フィギュア部 馬淵、麦島 

E-Mail:toyama.sffp@gmail.com 

写真撮影のご注意 

選手の肖像権および他のお客様への迷惑防止のため、事前に許可を受けた報道関係者以外の営利目的等

の写真・ビデオ撮影を禁止させていただくこととなりました。ただし、個人的使用目的の記念写真等はこ

の限りではありません。くれぐれも肖像権侵害にご注意ください。 

撮影については、指定の撮影場所にて撮影してください（審判席サイド、客席での撮影は禁止させていた

だきます） 

なお、指定場所における撮影の場合でも下記の注意をお守りになれない場合大会期間中の撮影を禁止する

場合がありますので、ご協力をお願い致します。 

 

注           意 

 

１． フラッシュを使用しないこと 

２． 望遠レンズを使用しないこと 

３． 三脚を使用しないこと 

４． 選手の演技中に移動しないこと 

５． リンク・フェンスの中にカメラ及び身体を乗りださないこと 

６． 会場内の電源を許可無く使用しないこと 

７． その他、競技の妨げとなる行為は行わないこと 


